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イチゴの奇形果発生に関する研究

　　　　　　　第1報　高温の影響について

川里宏・大和田常晴・加藤昭

　工諸言

　イチゴのビニル被ふく栽培における奇形果の

発生は生産を不安定にする原因であり大きい問

題となっている。

　イチゴの奇形果は花托上に形成される種子数

が少なく，種子から分泌されるホルモン様物質

　　　　　　　　　　　　　　　つ

の減少によることが明らかにされている・した

がってこれらの種子形成に関係する遺伝的なら

びに外的条件による雌雄器管のねん性低下や生

殖作用を阻害する要因が奇形果を発生させるも

のと考えられる．

　いままで明らかにされている奇形果の発生原

因としては‘紅鶴’‘Jucunda’のようにもともと

品種の花粉ねん性がわるいうえに開花期の低温

　　　　　　　　　　　　2）3）8）

によってねん性が低下すること，さらにねん性

の高い品種でも高温によってねん性低下がおこ

　　6）9）

ること，また氷点以下の低温が直接的に雌ずい

　　　　　　　1）

や幼果を害することなどが上げられている．

　しかし関東地方の主要品種である‘ダナー’

についての研究は少なく，すでに報告された結

　　　　　9）　　　　　　　6）

果でも高橋らの温限界と二宮らが‘幸玉’で得

た結果とではかなりの差がみとめられ，直接栽

培管理上問題もある・

　そこで奇形果の発生原因を明らかにするため，

いままで報告された高温の限界温度を確認する

とともに，つぼみの発育段階による障害程度を

検討したのでその結果を報告する。

豆　材料および方法

11月に直径10cmの鉢に植え越冬させた．保温は

ビニルハウス内で1967年は1月26日より，　‘68

年は1月16日より行ない30℃以上に上げないよ

一うにして管理した．

　’67年は予備的に30−35℃の範囲で高温の影

響を検討したところ障害は認められなかったの

で，さらに高い45℃と50℃で処理を行ない障害

の再現をはかった．’68年は障害発生の限界温度

を知るために35〜45℃の温度で処理を行なった．

各年次の処理はつぎのとおりである。

年次処理開始　温度と時間　規模と方法

1967’67年3月7日　（1）無処理　　1区5株（鉢〉

　　　　　　（2）　45。C1日3

　　　　　　　　時間5日間定温乾燥器使用

　　　　　　（3）50。C3時

　　　　　　　　間

1968’68年2月5日　（11無処理

（2）

（3）

（4）

35。C1日3

時間5日間

40。C1日3　全上

時問4日問

45。Cl日3

時間2日間

1．花粉のねん性試験

供試苗（ダナー）は慣行にしたがって育苗し

　処理後はふたたびビニルハウス内にうつし標

準に管理した．’68年は結実に対する影響をみる

ために開花中は寒冷しやを被ふくし虫媒を防い

だ．花粉の発芽試験には当日開花の二，三花に

ついて一花あたり数本のやくを供試した．培地

は市販白砂糖15％寒天1％P　H昼0のものを用

い25℃下で20時間後に約300粒の花粉について

調査した．果実の奇形はつぎに示す奇形指数で

表わした．不ねん種子がない健全果：0，不ね

ん種子わずかにあるもの＝1，不ねん種子がか

なりあるもの＝2，不ねん種子が多く奇形いち

ぢるし，いもの：3，すべて不ねんで花托発達し
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